
 

12 月 2 日の現行の健康保険証廃止まで 2 カ月を切るなか、「現行の健康保険証の存続等を求

める」請願・陳情は 10 月 3 日現在、少なくとも 37 都道府県内の 201 自治体で採択され、国に

対する意見書は 203 本となりました（別紙①） 

9 月議会の意見書は少なくとも 13 本。鳥取県では初めて三朝町で意見書があがり（別紙

②）、神奈川県の海老名市議会では、昨年 9 月の「不安払拭を求める」意見書から「両立を求

める意見書」へ健康保険証の存続に踏み込む意見書となりました（別紙③） 

総選挙は 10 月 15 日公示、10 月 27 日投開票で行われる見込みです。各地で「健康保険証の

存続」を求める声を大きく広げ、総選挙の一大争点に押し上げていきましょう。 
 

2024 年 9 月議会であがった意見書（日付は意見書が採択された日） 
北海道 浦河町「現行の保険証の廃止を撤回し、存続を求める意見書」9/18 

岩手県 田野畑村「現行の健康保険証の存続を求める意見書」9/19 

岩手県 岩泉村「現行の健康保険証の存続を求める意見書」9/20 

栃木県 高根沢町「現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書」9/13 

東京都 小金井市「現行の健康保険証の廃止・マイナ保険証への一本化を強行しないよう求める意見書」9/26 

東京都 三鷹市「当面の間、現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書」9/30 

神奈川県 海老名市「現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書」9/30 

⾧野県 坂城町「健康保険証の存続を求める意見書」9/20 

三重県 亀山市「健康保険証の存続を求める意見書」9/30 

鳥取県 三朝町「現行の保険証とマイナ保険証の選択制を堅持し、現行の健康保険を廃止しないよう求める意見書」9/24 

徳島県 石井町「現行の健康保険証の存続を求める意見書」9/13 

徳島県 徳島市「現行の健康保険証の存続を求める意見書」9/25 

沖縄県 読谷村「国民皆保険制度と医療を受ける権利を守るため現行の健康保険証の存続を求める意見書」9/26 

各地の「保険証の存続」を求めるたたかいについて情報をお寄せください 

 

中央社会保障推進協議会  2024 年 10 月 3 日 24-10 号 

110-0013 東京都台東区入谷 1-9-5 医労連会館 5 階 

電話 03-5808-5344 FAX03-5808-5345 

メール ｋ25＠shahokyo.jp  HP https://shahokyo.jp/  部内資料 

 

中央社保協ニュース  


